不破祐俊、板橋倫行両氏訳 『婚姻の諸形式』 by 伊藤 久秋
商
業
と
經
濟
新
刊
紹
介
不
破
祐
俊
、
板
橋
倫
行
兩
民
譯
『
婚
姻
の
諸
形
式
』
伊
藤
久
秋
本
吉
は
ミ
エ
ラ
ー
・
リ
ヤ
ー
の
原
著
『
O
r
m
e
n
 
d
e
r
E
h
か
）
d
e
r
句
a
m
i
許
u
n
d
 
d
e
r
く
e
r
w
a
n
d
t
s
c
h
a
f
t
の
邦
謬
で
あ
る
。
著
者
M
巨
e
r
・
P
y
e
r
の
名
は
、
祉
合
壁
徒
に
射
し
て
は
今
更
之
車
紹
介
す
る
必
要
は
な
い
。
既
に
其
P
r
a
S
e
n
 
d
r
r
K
u
F
r
（
文
化
の
諸
相
）
に
は
邦
謬
（
大
正
十
年
投
常
艮
氏
鐸
）
が
あ
っ
て
、
一
般
語
者
も
多
少
は
既
に
知
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
の
猫
創
的
な
る
撃
的
頭
脳
を
以
て
、
な
は
一
生
淀
い
づ
こ
の
大
軍
の
講
壇
に
も
教
鞭
を
二
こ
ろ
こ
く
し
な
か
っ
た
彼
は
、
他
の
多
く
の
人
々
に
比
し
て
、
知
ら
る
ゝ
こ
て
益
丁
ろ
少
く
、
顧
ら
る
ゝ
こ
ヾ
J
寧
ろ
薄
き
の
感
な
い
で
も
な
い
。
殊
に
経
潜
畢
者
に
至
っ
て
は
、
ミ
ユ
ラ
ー
・
リ
ヤ
ー
が
、
そ
の
『
文
化
の
諸
相
』
に
展
開
す
る
示
唆
に
蒲
つ
る
綴
臍
塵
展
階
段
の
箪
誼
に
射
し
て
紹
介
の
言
葉
を
用
ふ
る
こ
ミ
す
ら
甚
だ
稀
で
あ
る
○
一
五
六
ミ
エ
ラ
ー
・
リ
ヤ
ー
は
一
八
五
七
年
二
月
五
日
南
猫
逸
の
有
名
な
る
塩
泉
地
バ
ー
・
デ
ン
・
バ
ー
デ
ン
に
生
れ
、
一
八
七
六
年
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
大
軍
に
箪
び
、
次
い
で
ボ
ン
及
び
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
軍
に
樽
堕
し
て
腎
堕
を
研
究
し
た
。
堕
を
革
へ
る
ヾ
晶
ハ
に
（
一
八
八
〇
年
）
ウ
ヰ
ー
ン
に
至
っ
て
、
巳
e
y
ロ
e
r
t
の
講
義
を
聞
き
、
神
経
塾
、
精
油
生
埋
塾
、
心
理
革
に
主
力
を
そ
ゝ
ぎ
、
一
八
八
一
年
に
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
の
神
経
病
院
の
助
手
ヾ
し
な
り
多
く
の
労
作
を
巷
表
し
た
。
一
八
八
三
年
よ
り
八
七
年
ま
で
伯
林
及
び
巴
里
に
在
っ
て
研
究
に
没
頭
し
、
一
八
八
八
年
よ
り
彼
の
竣
年
た
る
一
九
一
六
年
（
十
月
二
十
九
日
）
ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
1
、
－
ゞ
ま
っ
た
。
彼
が
社
食
撃
的
研
究
に
従
事
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
彼
の
三
十
三
四
歳
の
頃
か
ら
で
あ
っ
て
、
数
年
間
の
不
比
の
努
力
に
よ
っ
て
集
め
た
る
戌
汎
な
る
材
料
を
基
ヾ
し
し
て
、
彼
の
猫
創
的
な
る
『
人
類
吏
展
の
諸
段
階
』
は
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
不
幸
に
し
て
彼
の
死
は
此
大
計
古
を
中
途
に
し
て
挫
折
せ
し
め
、
十
二
巻
の
計
古
の
中
七
巻
の
童
行
を
見
る
に
ヾ
J
ゞ
ま
っ
た
。
今
邦
鐸
さ
れ
た
る
も
の
は
其
第
三
巻
に
嘗
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
箪
問
傾
向
に
関
し
て
は
社
食
堕
の
門
外
漠
た
る
輩
者
の
喋
々
す
べ
き
こ
ミ
で
は
な
い
が
、
今
『
婚
姻
の
諸
形
式
』
の
邦
澤
を
紹
介
す
る
に
苦
っ
て
、
本
草
が
彼
の
軍
閥
倍
系
の
中
で
如
何
な
る
役
割
を
務
め
る
も
の
で
あ
る
か
に
就
て
二
言
し
て
置
く
必
要
が
あ
ら
、
フ
。
彼
は
濁
逸
人
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
恩
向
傾
向
は
‘
コ
ン
ト
の
流
れ
を
汲
む
賢
詮
主
義
で
あ
っ
て
、
そ
の
進
化
論
的
立
場
に
於
て
、
コ
ン
ト
、
ス
ベ
ン
サ
l
、
ミ
ル
等
三
接
関
し
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
祉
合
惑
の
目
的
は
‘
人
類
社
合
の
登
肢
を
支
配
す
る
諸
法
則
を
後
見
す
る
こ
ミ
で
あ
り
、
或
は
叉
.
人
類
文
化
後
民
の
合
法
性
を
究
め
る
こ
さ
で
あ
る
、
而
て
文
化
さ
は
人
類
枇
合
が
そ
の
・
伺
め
か
ら
物
質
上
精
神
上
の
事
物
に
於
て
‘
知
識
や
才
能
に
於
て
‘
瓜
俗
習
般
に
於
て
、
叉
全
業
競
や
坐
活
表
現
に
於
て
自
分
の
も
の
に
し
て
一
来
大
全
て
の
進
歩
さ
成
果
さ
の
総
和
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
祉
九
日
目
撃
の
研
究
範
囲
は
謀
、
に
成
汎
な
る
も
の
三
な
る
。
だ
か
ら
伎
は
自
己
の
枇
合
的
一
め
位
系
に
「
人
類
愛
反
の
諸
段
階
』
な
る
名
穏
を
奥
へ
た
。
彼
の
枇
合
図
ナ
研
究
の
第
一
の
職
務
は
完
全
忠
買
な
る
事
資
の
蒐
集
で
あ
る
。
印
ち
あ
ら
ゆ
る
時
三
場
所
さ
に
於
け
る
人
類
の
文
化
形
態
を
蒐
集
し
来
る
事
が
必
要
で
ふ
の
る
。
第
二
の
職
務
は
此
事
資
資
料
全
健
在
一
定
の
方
法
で
腕
納
的
に
加
工
す
る
事
で
あ
っ
て
、
此
際
動
も
す
れ
ば
侵
入
し
来
る
感
情
を
屈
服
し
て
そ
の
取
扱
は
飽
く
ま
で
客
観
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
匁
に
著
者
が
提
唱
す
る
方
法
は
自
然
科
尽
に
於
け
る
比
較
研
究
法
の
応
用
た
る
「
相
関
的
研
究
法
』
ι目
。
巴
gs
m
g
z
m
f
g
z
z
g号
で
あ
る
。
此
方
法
に
よ
れ
ば
文
化
の
)
小
破
祐
役
、
根
締
倫
行
岡
兵
器
『
婚
姻
の
諸
形
式
』
全
領
域
密
若
干
の
主
要
部
分
に
分
つ
、
そ
の
主
た
る
も
の
は
、
経
済
、
増
殖
、
枇
曾
組
織
、
一
一
一
口
話
、
科
阜
、
宗
教
、
倫
理
、
法
律
、
慈
術
で
あ
っ
て
、
各
々
の
文
化
領
域
に
於
て
個
々
の
文
化
現
象
が
最
古
の
時
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
に
三
っ
た
渇
程
を
治
本
し
て
.
之
を
相
に
分
け
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
化
現
象
の
混
沌
の
中
か
ら
一
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
、
次
に
各
文
化
領
域
に
於
け
る
各
相
は
.
そ
の
前
後
の
相
さ
比
較
せ
ら
れ
‘
そ
の
聞
に
流
る
与
所
ω
、
文
化
の
進
行
す
る
方
向
守
示
す
問
者
な
線
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
線
が
「
文
化
進
歩
の
方
向
線
』
で
あ
る
。
そ
し
て
此
線
の
研
究
を
深
め
る
に
、
こ
れ
に
作
用
す
る
ほ
因
印
ち
文
化
の
驚
異
す
べ
き
建
設
守
組
立
て
る
枇
合
接
的
諸
勢
力
の
研
究
在
以
て
す
る
時
.
此
方
向
線
か
ら
方
向
律
印
ち
丈
化
運
動
が
従
ふ
合
法
性
の
認
識
に
到
達
が
出
来
る
。
著
者
が
「
人
類
愛
展
の
諸
階
段
』
ミ
し
て
包
容
し
よ
う
さ
し
た
十
二
容
は
失
の
表
題
を
附
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
三
谷
印
ち
蕊
に
不
破
板
橋
雨
氏
の
敵
諒
に
な
る
『
婚
姻
の
諸
形
式
』
は
第
四
及
第
五
容
さ
共
に
彼
の
所
謂
増
殖
印
ち
人
間
の
生
産
に
関
す
る
総
て
の
枇
舎
恩
的
現
象
の
総
和
l
性
的
関
係
、
婚
姻
、
家
族
等
ー
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
此
文
化
旬
、
域
に
名
付
く
る
に
グ
ネ
オ
ノ
t
!
な
る
訴
を
以
て
し
て
ゐ
る
。
以
上
略
説
し
た
る
所
に
よ
っ
て
.
ミ
ユ
ラ
l
・
リ
ヤ
!
の
社
合
阜
大
系
が
如
何
に
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
る
か
が
刺
判
明
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
ジ
ン
メ
ル
に
よ
り
代
表
さ
る
る
溺
海
底
一
嘉
に
於
て
は
全
く
畑
建
ひ
で
あ
る
所
の
コ
ン
ト
の
様
遣
で
あ
る
こ
三
が
明
で
あ
ら
う
。
『
婚
姻
の
諸
形
式
」
は
左
の
内
容
よ
り
成
る
第
一
牢
緒
論
文
化
は
護
展
過
程
、
抽
象
的
文
化
科
鼠
一
l
祉
合
間
一
a
関
的
方
法
、
グ
ネ
オ
ノ
ミ
!
第
二
辛
グ
、
不
オ
ノ
ミ
i
全
領
域
の
分
類
第
三
牢
婚
姻
の
諸
形
式
一
五
八
本日
個
々
の
動
物
類
に
於
け
る
人
類
に
自
然
的
な
婚
姻
形
式
は
一
夫
一
婦
婚
な
り
さ
の
仮
設第
一
、
乱
婚
第
一
一
、
集
図
姉
、
第
一
ニ
、
多
夫
師
、
鈴
・
四
、
多
安
婚
、
第
五
、
一
夫
一
知
姉
第
四
章
婚
姻
総
績
の
期
間
婚
姻
総
絞
の
期
間
の
主
要
性
継
続
期
間
な
る
者
眼
知
よ
り
婚
姻
在
三
類
に
分
け
る
第
一
類
符
易
く
離
殺
し
得
る
婚
姻
第
二
類
存
続
為
法
律
に
依
り
て
保
認
さ
れ
ざ
ろ
終
結
時
姻
・
第
三
類
法
律
的
強
制
に
よ
勺
て
保
認
さ
れ
士
ろ
終
結
婚
姻
第
五
辛
婚
姻
の
純
潔
第
六
辛
婚
抑
制
諸
形
式
の
定
義
及
名
稽
第
七
辛
家
族
の
諸
形
式
第
八
辛
親
族
の
諸
形
式
血
族
.
氏
族
、
ト
ー
テ
ム
制
、
文
身
、
親
族
組
織
の
官
同
等
な
る
諸
形
式
、
母
楳
‘
父
椛
、
親
様
、
フ
ラ
ト
リ
l
地
域
的
総
合
士
何
人
」
同
長
官
r
=
J
-
P
第
一
章
に
於
て
著
者
は
、
文
化
の
概
念
、
枇
合
阜
の
定
義
‘
相
関
的
方
法
、
グ
、
44
オ
ノ
ミ
l
に
関
し
て
簡
潔
伝
る
説
明
を
奥
へ
、
第
二
章
に
於
て
グ
ネ
オ
ノ
ミ
l
全
領
域
の
分
類
を
掲
け
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
グ
、
44
オ
ノ
ミ
!
の
全
領
域
は
次
の
如
く
分
類
さ
れ
る
。
イ
、
性
関
係
l
l
一
、
愛
、
二
‘
婚
姻
、
三
‘
婚
姻
成
立
及
離
婚
、
四
、
婦
人
の
枇
合
的
地
位
ロ
、
世
代
関
係
ー
ー
一
、
家
族
二
つ
淘
汰
二
二
、
教
育
、
四
、
相
絞
.
五
、
老
人
の
祉
合
的
地
位
ぺ
親
族
関
係
i
l
一
、
氏
族
、
二
、
親
族
組
織
、
三
、
婚
姻
制
度
第
三
辛
以
下
は
グ
、
小
オ
ノ
ミ
!
的
形
式
の
研
究
で
あ
っ
て
イ
.
ロ
.
ハ
の
諸
関
係
に
関
す
る
如
何
な
る
形
式
が
、
換
言
す
れ
ば
『
婚
姻
、
家
族
及
親
族
』
の
如
何
な
る
形
式
が
賞
際
に
於
て
遊
説
し
た
る
か
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
。
今
そ
の
内
容
に
就
て
一
々
一
紹
介
す
る
こ
ミ
は
出
来
な
い
が
、
役
が
一
枇
舎
周
一
・
的
研
究
の
第
一
の
仕
事
三
す
る
資
料
の
蒐
集
が
極
め
て
炭
き
に
亙
っ
て
ゐ
る
こ
ミ
.
及
び
之
を
底
辺
す
る
上
に
於
て
勤
も
す
れ
ば
人
の
陥
る
平
念
な
る
結
論
の
謬
り
や
答
戒
し
て
ゐ
る
の
は
、
彼
の
研
究
の
法
令
官
さ
身
詮
す
る
も
の
さ
一
云
ふ
べ
き
で
あ
る
、
例
へ
ば
凡
て
の
穏
族
に
絶
封
無
制
限
の
飢
婚
が
行
は
れ
た
る
如
く
遮
断
す
る
の
謬
り
を
指
摘
し
て
ゐ
る
が
如
き
〈
三
十
八
瓦
、
六
十
三
瓦
〉
叉
一
夫
多
妻
が
自
然
民
族
に
炭
く
分
不
破
枯
俊
根
崎
倫
行
岡
兵
器
『
姉
姻
の
諸
形
式
』
布
せ
る
の
事
震
か
ら
‘
之
を
以
て
「
自
然
の
婚
姻
形
式
』
ミ
推
論
す
る
の
過
誤
を
戒
む
る
が
如
き
こ
れ
で
あ
る
。
ハ
百
九
瓦
〉
文
化
を
愛
展
過
程
ミ
見
る
彼
は
、
全
て
の
時
代
を
通
じ
て
本
来
正
蛍
に
し
て
常
態
な
る
唯
一
の
婚
姻
形
式
あ
り
さ
す
る
が
如
、
き
考
へ
方
在
排
し
、
従
て
叉
自
然
的
婚
姻
形
式
な
る
表
現
の
過
り
を
説
、
き
ハ
三
十
一
一
具
、
百
九
頁
)
殊
に
彼
が
そ
の
時
代
の
文
化
程
度
、
特
に
経
済
成
態
に
最
も
遺
す
る
婚
姻
形
式
が
、
そ
の
時
代
に
あ
た
っ
て
の
「
常
態
に
し
て
自
然
的
』
な
る
こ
之
を
設
け
る
所
は
、
歴
史
的
責
詮
的
な
る
路
一
向
傾
向
に
膝
守
る
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
に
訓
練
さ
れ
た
る
時
代
の
人
々
に
親
し
み
深
き
響
を
俸
へ
る
で
あ
ら
う
。
自
然
民
族
に
炭
く
見
ら
る
る
婦
人
共
有
の
諸
形
式
が
.
富
分
配
の
不
平
等
に
よ
る
有
産
者
無
産
者
の
分
割
三
共
に
貰
淫
の
形
式
に
援
じ
た
事
を
説
く
あ
た
り
は
興
味
が
あ
る
。
〈
五
十
五
頁
〉
而
て
著
者
の
道
義
心
は
、
科
撃
的
論
惑
の
途
中
に
於
て
無
理
な
ら
ぬ
閃
き
を
見
せ
て
ゐ
る
、
日
く
『
文
明
人
の
買
ふ
所
の
愛
‘
愛
の
如
何
な
る
動
機
に
よ
っ
て
も
貴
く
さ
れ
な
い
女
子
の
犠
牲
‘
買
は
れ
た
寵
愛
、
金
の
鍔
に
堪
へ
忍
ぶ
抱
擁
、
こ
れ
寅
に
自
然
民
族
の
、
婚
姻
以
前
務
愛
坐
活
に
千
倍
す
る
醜
き
「
文
化
の
産
物
」
で
あ
る
」
ミ
。
(
五
十
六
一
且
〉
|
!
文
明
の
中
に
、
彼
は
か
く
て
、
野
留
を
認
め
る
.
『
我
々
の
現
今
の
カ
ー
ニ
バ
ル
祭
も
亦
こ
の
古
代
の
‘
多
分
原
始
的
春
動
期
三
関
係
一
五
九
商
業
主
経
済
あ
る
祭
典
の
最
後
の
弱
め
ら
れ
た
る
建
物
三
考
へ
ら
れ
る
。
」
〈
六
十
三
頁
〉
J
一
夫
一
婦
婚
に
就
て
著
者
は
、
こ
れ
が
低
皮
の
文
化
段
階
に
も
見
出
さ
れ
る
こ
さ
を
賢
詮
し
、
土
、
た
そ
れ
が
一
般
的
傾
向
ミ
し
て
表
は
れ
た
る
は
、
文
明
の
段
階
に
入
っ
て
後
規
則
立
つ
に
結
婚
生
活
の
う
ち
に
岡
家
の
強
味
の
根
栂
、
宇
品
ト
附
議
し
た
岡
家
の
自
覚
に
伴
な
ふ
も
の
な
る
こ
さ
を
述
べ
て
ゐ
る
(
百
十
三
頁
〉
本
稿
の
笠
者
は
、
此
貼
に
於
て
、
関
家
自
月
比
の
時
代
印
ち
近
世
図
家
成
立
の
蛍
初
、
恰
も
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
精
神
の
洗
躍
を
受
け
て
純
潔
な
る
性
生
活
や
憾
得
し
た
る
英
図
人
否
、
厳
格
に
云
へ
ば
蘇
格
闘
人
が
、
如
何
に
資
本
主
義
図
家
の
精
英
三
な
り
、
経
潰
強
固
の
某
一
を
拓
い
た
か
そ
聯
想
し
来
ら
.
ざ
る
を
得
な
い
。
か
の
シ
ユ
ル
チ
ェ
グ
l
パ
l
ニ
ッ
ツ
教
授
は
欧
洲
大
陸
人
に
比
較
し
て
純
潔
な
る
英
図
人
の
性
生
活
に
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
世
界
覇
楳
の
一
要
因
守
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
第
三
辛
ぞ
終
る
に
あ
・
に
っ
て
ミ
ユ
一
フ
1
・
リ
ヤ
l
は
結
論
巻
述
べ
る
。
人
類
は
l
少
く
さ
も
溌
展
の
種
々
の
段
階
に
於
い
て
|
|
殆
き
考
へ
得
る
全
て
の
婚
姻
形
式
に
生
活
す
る
こ
さ
が
出
来
る
。
我
々
は
人
類
に
動
物
の
全
て
の
種
類
よ
り
活
か
に
勝
れ
た
比
較
に
な
ら
な
い
程
の
幾
化
能
力
、
遁
感
能
力
(
文
化
能
力
)
が
存
す
る
を
知
る
の
で
あ
る
さ
。
ハ
百
十
七
瓦
)
ニハ
O
第
四
及
第
五
の
雨
辛
に
於
て
著
者
は
配
偶
者
の
数
以
外
に
婚
姻
の
性
質
に
針
し
規
準
的
な
る
他
の
二
刻
、
す
な
は
ち
其
機
続
期
間
及
其
股
絡
さ
(
純
潔
)
に
よ
っ
て
更
に
婚
姻
の
種
類
を
分
っ
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
失
の
四
種
類
が
区
別
出
来
る
。
一
、
非
後
続
的
且
不
純
な
る
婚
姻
.
二
、
非
継
続
的
な
れ
る
』
純
潔
な
婚
畑
、
三
、
継
続
的
な
れ
き
不
純
な
婚
姻
.
四
.
機
続
的
且
純
潔
な
婚
姻
。
婚
姻
の
継
続
性
は
文
明
に
入
っ
て
初
め
て
一
般
的
現
象
ミ
な
っ
た
(
百
三
十
九
頁
〉
三
説
い
て
ゐ
る
著
者
は
、
・
文
明
三
婚
姻
の
純
潔
さ
さ
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
に
就
て
は
述
べ
て
ゐ
な
い
0
・
第
六
辛
に
於
て
著
者
は
婚
姻
の
諸
形
式
に
夫
々
定
義
を
奥
へ
且
名
m
仰
を
定
め
‘
如
上
の
研
究
に
結
末
や
附
し
て
ゐ
る
。
家
族
の
諸
形
式
を
取
扱
ふ
に
常
っ
て
〈
第
七
章
〉
著
者
は
、
先
づ
人
類
は
、
何
れ
の
文
化
段
階
に
於
て
も
.
家
族
結
合
ミ
祉
合
結
合
の
二
種
の
集
団
形
式
に
於
て
同
時
に
生
活
し
て
ゐ
る
こ
さ
ぞ
述
べ
、
家
族
結
合
の
形
式
さ
し
て
大
家
族
三
小
家
族
三
巻
区
別
す
る
。
〈
百
六
十
瓦
、
百
六
十
一
一
良
)
社
合
結
合
の
原
始
的
な
る
基
礎
さ
し
て
親
族
を
あ
け
、
(
第
八
平
v
、
著
者
は
、
そ
の
親
族
組
織
の
根
本
形
態
た
る
氏
族
に
就
て
興
味
あ
る
十
数
頁
を
費
し
て
ゐ
る
。
我
等
は
そ
の
中
に
、
氏
族
が
攻
守
枇
舎
に
る
さ
共
に
弊
働
並
び
に
財
産
の
共
同
枇
、
会
合
た
り
し
こ
三
・
を
墜
び
、
叉
、
ト
ー
テ
ム
制
三
文
身
三
が
氏
族
員
の
聯
銃
三
し
て
働
く
こ
三
を
知
る
こ
さ
が
出
来
る
。
著
者
は
弐
に
氏
族
の
縁
組
か
ら
、
高
等
な
る
親
族
組
織
の
諸
形
式
が
食
生
す
る
こ
ミ
を
説
、
ぎ
(
百
八
十
六
頁
以
下
〉
外
婚
の
結
果
ミ
し
て
、
母
都
、
父
様
、
の
問
題
に
及
び
、
フ
ラ
ト
リ
ー
の
関
係
に
言
及
す
る
。
ハ
百
八
十
九
瓦
以
下
〉
最
後
に
グ
、
み
オ
ノ
ミ
l
的
性
質
に
あ
ら
ざ
る
枇
合
的
結
合
ミ
し
て
地
域
的
結
合
を
年
け
本
字
を
終
っ
て
ゐ
る
。
ハ
百
九
十
六
瓦
〉
以
上
私
は
極
め
て
筒
盟
に
本
書
の
梼
治
を
紹
介
し
た
。
そ
の
煩
雑
な
る
地
名
三
種
族
名
三
間
A
M
ラ
テ
ン
原
諾
を
交
ふ
る
術
一
泊
三
の
集
積
を
よ
く
設
み
『
〕
な
し
て
全
諒
の
業
を
完
成
さ
れ
た
る
諮
者
の
附
究
会
謝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
読
者
が
時
に
郡
一
路
央
味
を
脱
し
切
ら
ぬ
文
辛
の
二
一
に
出
合
し
て
も
.
そ
れ
は
諒
者
が
版
文
の
桃
遣
に
忠
貨
な
ら
ん
事
を
笠
ま
れ
に
か
ら
で
あ
る
さ
了
解
さ
れ
た
い
。
全
文
を
通
じ
て
難
解
な
る
箇
所
は
殆
き
な
く
一
千
明
簡
潔
な
る
文
字
の
中
に
版
文
の
怠
味
を
侍
へ
て
ゐ
る
。
均
一
伴
者
が
序
文
に
述
べ
ら
る
λ
如
く
本
来
日
が
我
図
姉
人
運
動
の
人
々
に
読
ま
る
』
に
至
ら
ん
事
在
一
腕
り
つ
h
唯一十
を
捌
く
。
(
内
外
出
版
印
刷
株
式
合
祉
夜
行
定
依
笠
岡
委
拾
銭
)
不
破
佑
俊
板
縞
倫
行
雨
氏
認
円
時
刻
の
諸
形
式
』
一六
